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「日本列島における人間－自然相互関係の歴史的・文化的検討」（列島プロ）全体集会，
２００９年１１月２８日，総合地球環境学研究所，京都市．

サハリン・沿海州班

環日本海北部地域における後期更新
世の環境変動と人間の相互作用に関
する総合的研究
：2009年度活動報告



サハリン班の研究目標

環日本海北部地域における後期更新世の気
候変動とそれに伴う動植物（相）資源環境の
変遷が，旧石器時代の人間活動とその文化
形成にどのような影響を与えたのかを評価す
る．



研究体制

佐藤宏之（東京大学）：全体統括、旧石器文化の民族考古学的検討
出穂雅実（首都大学東京）：旧石器遺跡の地考古学的検討
山田 哲（北見市教育委員会）：旧石器遺跡の遺跡間変異解析
森先一貴（奈良文化財研究所）：旧石器遺跡のデータベース構築
佐々木史郎(国立民族学博物館)：北方少数民族の文化人類学的研究
高橋啓一（琵琶湖博物館）：動物化石による動物相復元
増田隆一（北海道大学）：動物化石のDNA分析
五十嵐八枝子（北方圏古環境研究室）：堆積花粉による植物相復元
小田寛貴（名古屋大学）：AMS年代測定
早田 勉（火山灰考古学研究所）：テフラ同定



研究対象

C：文化

時代：

後期更新世，特にMIS3後半～MIS2（45-10ka）

地域：

環日本海北部地域（ロシア沿海地方，ハバロフスク州，
サハリン州，北海道）

研究対象：

人類生態系（気候・景観・植物相・動物相・文化）

具体的な手続き：
地質学的対比
・テフロクロノロジー
・AMS年代測定（非較正）



昨年度までの成果と課題（１）
人類生態系史の構築

いずれの要素も北海道のデータが基準になる．



昨年度までの成果と課題（２）
北海道旧石器遺跡の地質編年

北海道の石器群：
20-12ka：多様な細石刃石器群．

22-20ka：石刃石器群，剥片石器群，細
石刃石器群．

30ka：小型剥片石器群．

But 30kaの小型剥片石器群の地質学
的証拠が不足している．



2009年度の取り組み

１）2007年及び2008年に実施した忠類ナウマンゾウ産
出地点地質調査報告書の作成
２）古サハリン・北海道半島の上部旧石器時代前半期遺
跡の集成と分析
３）環日本海北部地域各地の既存データ（景観・植物相・
動物相・文化）の集約

・作業の進捗に合わせて，これらの成果を学会などで報
告した．
・シリーズ本第2巻の担当部分については全員が執筆を
完了した．



１）忠類ナウマンゾウ産出地点地質調査

ナウマンゾウ産出層準の年代：
OIS5eを示すデータが複数示されつつある．











２）古サハリン・北海道半島の上部旧石器
時代前半期遺跡の集成と分析

北海道置戸町秋田高台遺跡
試掘調査資料及び表面採集
資料
石器組成：基部加工尖頭形石
刃石器，台形様石器，削器，
二次加工剥片，石核，および
局部磨製石斧．

・台形様石器や局部磨製石斧
など，石器の諸特徴から本州
の上部旧石器時代前半期に強
く対比される．
・この資料体の基礎整理は
2009年11月で完了した．







2010年度の主な活動予定

１）サハリン・沿海州班研究成果報告書の刊行．
２）重要な成果のいくつかについて論文を執筆．
３）上記１），２）を完遂するための補足調査の実施．

特に１）については，報告書の校正など基本的な方向
性を今年度中に決定し，2010年度の早い段階で班会
議を開き，最終的な作業に入る．


